
一98一

実生法によるチューリップの育種学的研究

一育種方法とその問題点一

樋浦　巖（育種学研究室）

Iwao　HIURA

Stud1es　on　the　Tu11p　Breed．mg　by　the　Seed．11ng　Method

　　　　　　　　　－Method　of　Breeding＿

ま　えが章

　これまで園芸作物の育種は殆ど園芸の一分野として，

行われてきた．これは園芸作物の特殊性からやむをえな

い点もあるが，育種学的見地より検討した場合には多く

の不備な点がうかがわれる．即ち育成迄の育種材料の処

理，或は育成個体の取り扱い等に誤りをおかし，その結

果として育成個体の評価或はその栽培等の取り扱い方法

に誤った考え方を適用するに到ったような場合が多くみ

うけられる。これは品種或は選択鑑別等の育種技術に関

して育種学的見地からする検討が不充分なために生じた

結果と思われる．しかしこの問題の解決策としてこれま

でもっとも多く研究の行われてきた食用作物の育種概念

をそのま㌧適用してよいものであろうか。こ㌧に園芸作

物の特殊性検討の上に成り立った園芸作物育種の確立さ

れることが切望されてくる．

　そこで筆者はか㌧る考え方を園芸作物のうちの，花卉

作物特に球根繁殖作物の実生法育種に適用し，その育種

法の体型化を試みようとした．

　先づ実験材料の選択にあたっては，当島根県に於て戦

後適地作物として栽培面積の増加をきたした輸出用球根

作物のチューリップを検討してみた．そしてチューリッ

プの今後の需要について，世界市場性から調べたところ

農業生産物としてその価値向上を計るためには新品種の

育成を本県において行うことの必要性を認め，その育種

法の確立を痛感した・．そして／953年チューリップを材料

としてとりあげ，それ以後実験研究を続け，一昨年（1959

年）には最初の実生育成開花個体をみるに到った．その

間未だ問題の解明されていない点も多々あるが，一応育

種法の骨組のたてられる段階に達したと思われるので，

こ㌧にその試案を成立経遇と共に総括して発表し，多く

の識者の御批判を仰ぎ未解明の問題解決の鍵としたい．

　　　　　研究方法の考元方とその概要

　チューリップを実生法により育成する場合に，その開花

株を得るには最低数年を必要とするとされている一筆

者の実験結果もまた6ケ年間を要して最初の開花株を得

ている．このように最初の一花を得るために長年月を要

する作物の育種にはその研究分野として開花可能株の獲

得と云う分野が区別されねばならないであろう．そこで

育種年限相（Phase）なる概念が生じてくる．これは果

樹作物の実生育成に際して区別して用いられているJu－

veni1e　Phaseと云う概念と同一視されるものである．

このJuvem1e　Phaseに於ける問題は最初実生の白然生

育遇程の調査に始まり，究極には人為処理による自然生

育過程の短縮即ち育種年限の短縮が問題にされてくる．

　そこで筆者は実生法育種に関する研究に対して，Juv一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※eni1e　Phaseに関するものとして第一研究分野（I）を

設け，そのなかを更に種子獲得・種子の発芽・実生の生

育と云う育種段階に区分し夫々の問題を順次追究し，最

後に育種年限短縮の処理間題へと進むことにした．一方

この研究分野に対して，開花可能株獲得後の育種段階に
　　　　　　　　　　　　　　　　※
関与するものとして第二研究分野（皿）を設定した．即

ち選択鑑別・品種の普及増殖等に関するもので，花色の

表記記載方法・促成栽培適応性検定・その他品種，系統

の設立認定・育成個体の増殖等従来の育種概念のみでは

解決されない多くの問題を含んでいる．

　以上二つの研究分野の研究展開に当っては常に実際育

種を念頭におくことにより個々の研究段階の間に有機的

な関連性を保たしめることに努めた。

　　　　　　研究第　分野に於ける問題

育種操作の第一段階として母本の選択が問題となる

※　これまでの報告でこの記号を用いている。
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が，この問題はヂューリップの実生育種にあっては，食

用作物育種の母本選択と同様の意味ではそれほど重要性

はなく，第二研究分野に於ける形質調査問題との関連に

於て解決される点が多く，むしろ実生のための種子獲得

の問題が先行するものと考えられる．

　i）　交配種子の獲得：ヂューリップは一般に他家

交配性高く，白花授精に於てはその稔性は極めて低い

が，（23・3・4）先づ種子獲得方法として自花授精でゆくか，

他家授精でゆくかの二方法を区別検討した．そしてチュ

ーリップの如き球根繁殖（栄養繁殖）植物は新品種の出

現可能度のより高い種子を多量に獲得することを第一目

標にしたほうがよいと考え，他家交配により種子を獲得

することにした．

　そこで次に品種間交配試験を行ってみた．そしてその

交配親和性について各種の段階のものがあることを知っ

た．（乱4）即ち0～／00％に到るものがみられ，更にその

変異は組合の相違によるもののみでなく，年によっても

大きく変動することを知った．又この稔性について更に

詳細に検討を加えてみたところ，結蕗率と結実率との間

に一定の傾向が認められず，結蒲率が良好なものが，そ

のまま結実率高いものとはならず，更に種子の発芽率と

結実率との関係を検討したところ，結実率良好なものの

種子が必ずしも発芽率が良いとは限らないと云う結果を

知った。

　そこで，この種子獲得に関する問題は，発芽率の良い

交配種子をどのようにして得るかと云う問題にしぽられ

た．そして先づ種子形態上から発芽可能種子を選別する

必要を認め，種子の形態分類型を作った．この分類によ

り発芽能率を一段と高めることが可能となった。（7）一方

このような交配稔性現象について，その対策上の基礎的

実験を行った．先づ開花直前に年々到来する春さき頃の

低温に目をつけ，開花直前に低温（0～5．C）を与え，そ

の影響を調べたところ，花粉稔性に影響のあることを認

めた．（1＆21）これは同一交配組合であっても年によりその

種子形成程度に変異がみられることの原因の一つと考え

られ，種子獲得に当って注意すべき問題と思われた。

　また細胞学的見地より染色体数の調査を行ったとこ

ろ，かなりのHeterop1oidが見られたが，このことも

チューリップの芽条変異の極めて高いと云うことと関連

して考えると，交配稔性に異常をきたす原因の一つにな

ることが推測された．（ん26）又花粉の貯蔵試験も行った

が，簡単な貯蔵方法（生石灰乾燥剤）で1ケ月程の貯蔵

に耐えることを知った．（29）

　ii）交配種子の発芽：発芽適温については，交配種子

の獲得と発芽率との関連性において発芽の問題を取り扱

い，種子の形態による分類型と発芽率との関係を明かに

した。（7）即ち種子の形態による分類により，良好とみな

された種子は5．C近辺の低温に置くと30～40日で発芽を

始め短期間で発芽を終ることを知った．一方発芽生理上

から発芽経過を再検討し，更にこの発芽処理期間の短縮

化の可能性をさぐった．そして発芽には低温（5oC）の

30～40日間の最低期間が必要であり，高温（15～25．C）

によりその最低期間は延長され，又薬品（ヂベレリン）

処理によってもこの期問の短縮化は困難と思われるよう

な結果を得た．しかし健全発芽個体を得るために，更に

発芽処理期間の短縮或は発芽処理期間申の種子の健全化

対策（腐敗防止等）を考慮申である．又交配種子の貯蔵

試験を行い，簡単な生石灰乾燥剤貯蔵により発芽率を低

下させることなく長期（2ケ年）の貯蔵の可能なること

を明かにした．

　撒）　実生の生育一A）生育経過：先づ実生第一年目

より開花迄の各年次に於ける白然生育経過を主として地

下部について明らかにしたが，（8）これには外部形態から

みた調査と，（8）組織解剖（28）による観察とを行った．即

ち外部形態からみれば地下部は第一年目にあっては垂下

柄と根は各々一本形成され，その垂下柄の先端に一ケの

球を形成するのみであることを知った。第二年目には，

先づ第一次の垂下柄を形成し，その先端に一ケの球を形

成しやがて第二次の垂下柄を形成し始め，その先端に第

二次球を一ケ形成した．猶第一次球は必ず第二次球より

も大となった．第三年目以降の球の形成様式は第二年目

以降と全く同様であるが，球の肥大率は年次により異な

り，第二，第三年目の球はそれほどの肥大率の差異は認

められないが，第四年目以降に於ては判っきりと異った

急激な肥大を示した．そして出来上った球も第四年目頃

より普通栽培球（開花可能球）の形態を示すようになっ

た．又ときには第一次垂下柄が何らかの原因で途申で伸

長止まり，腐敗することがあったが，そのようなときに

は，往々原球の位置に球を形成した．そしてその際の第

二次垂下柄は形成される場合と，されない場合とがあっ

た．

　一方組織解剖学的観察に当っては先づ球の鱗片の形成

様式を明かにし，ついで実生各年次に於ける球の鱗片の

形成状態を調べた．そして第一年目に於ては鱗片は／枚，

第二・第三年は2枚或は3枚以下（3枚目の鱗片形成が

完全でないもの）で，第四・第五年で3枚以上となり，

鱗片の完全なるろ枚形成により花芽の形成を開始するこ

とを知った．猶地上部については，第一年目は筒状葉で

細く（ネギの実生と似ている），第二年目になると凹部

を生じ葉の形を示し始め，以後次第に巾を増加した。葉

数は最後まで1枚であった（普通栽培に於ける所謂L

枚葉”状態）．

※　：育種学会（1961）発表予定
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一毘）　生育条件：生育短縮を考慮に置き，先づ生育の

適温を調べた。これには当地方に於ける実際育種を念頭

に於て，年間得られる温度を利用して行った．即ち毎月

発芽個体を得られるように種子の発芽処理を設計し，か

くして年間の各季節に於ける実生の生育反応を調べた。

そして一応15oCの近辺に生育の適温を見出し，20．C以上

になると垂下柄の形成は早くなる傾向はあっても球の形

成獲得率は低くなり，一方10℃以下では垂下柄は伸長の

みを続け球の形成は困難であることが判った。（8）次に日

長反応を調べたが，短日条件は阻止しようとする傾向を

示した．猶鱗片数に対する影響は殆ど考えられず，自然

環境下に於ける場合と差異はみあたらなかった．（9）

一C）育種年限短縮：以上の各項の試験結果を基礎にし

て育種年隈の短縮化の可能性とその方法を検討した．そ

してチューリップの実生育成には絶対に最低5～6年を

必要とすると云う考え方の従来の説明として「花芽形成

開始条件として鱗片数を5枚以上獲得せねばならず（一

般栽培球は一等球程度以上になると鱗片数が5枚のもの

が多くなる），その鱗片は毎年／枚づつしか増加されな

いので，育種年限の短縮化は困難である」としてきた考．

え方に対してその誤りであることを明かにした．（11）そし

て更に育種年限の短縮化の可能性が第三・第四年目にあ

ることを推測した．そしてその短縮処理方法として，第

三・第四年目球に花芽形成促進化を計ることを考えた．

その結果こ㌧に花芽形成の機構解明に関する問題が生じ

て来た．そこで先ず花芽形成球と未形成球各々について

その内容成分の解析を計画した．そしてヂベレリン様物
　　　　　　　　　　　　　　　※質，（12）及びニュークレオチド様物質（25）からする分析検

討を行い，これら抽出物の生物試験　（Rad1ey’s　wheat

1eaf　test等）とあいまって，花芽形成球と未形成球との

間に於ける抽出内容物の反応差異を明かにしつつある．

又一方既知の檀物ホルモン様物質をこれら抽出物と組合

せて実際に植物体に与え，鱗片形成或は花芽形成の影響
　　　　　※
を調べている．（12）又その他に前項に於て明かにした温

度，日長条件をこれら植物ホルモン様物質と組合せるこ

とも今後の問題として考慮せねばならぬと考えている．

　　　　　　研究第一分野に於ける問題

　実生株が開花を始めると愈々それら各株（個体）につ

き，新品種選出のための各種の操作を加えねばならな

い．本研究分野は一般作物の育種に於ては殆ど育種着手

当初から入らねばならない形質調査を基本とした選択鑑

別の操作に関するもので，これに関する研究も多い．鑑

賞花卉であるチューリップにあっては，当然花特にその

色を申心とした問題が重要なものとなってくる．そして

※：園芸学会（1961）で発表予定

更に園芸作物特有の栽培方法の差異（促成，抑制栽培或

は鉢植，切花，花壇用等）により要求される品種適応性

検定が問題となってくる．

　｛）　花色：この分野に於ける花色問題は主として新

しく出現してくる花色の表記或は分類で色彩学の分野に

属するものである．一般に実生により出現してくる花色

はその親に極めて類似したものが多く，そこでこの近似

色を測色或は採色（識別）せねばならないと云う問題が

生ずる．目下のところ機械識別精度は肉眼識別精度より

極めて低くら又機械測色には複雑な操作を必要とし，実

用に供するには多くの解決しなければならない問題があ

る。一方肉眼識別についてはこれまでは殆ど色標（co10r

standard）（2帆27）を用いる方法がとられていたが，色標

の不完全なため，近似色の採色には殆ど覚え書き程度の

もので我慢せねばならぬ状態であった。そこで筆者は先

づ現在栽培されている品種三百余種の花弁につき，色標

（マンセル系或は改良マンセル系）（27）による採色と機械に

よる測色（反射計）を行い，その両者の比較検討を行っ

た．そしてチューリップ品種について先づ表色型に関し

て五群（6）を大別し，又一方分類された花色各群について

表色係数を算出し（反射率について極大差を呈する主要

波長に於ける比数），その実用価値を検討した．t15）その

他に菊花について既に出来上っている色標（22）を参考にし

てチューリップ独自の表色標の作製を考慮している　（勿

論これには染色或は色料に関する研究の進歩発展にまた

ねばならぬと云う問題がある）．

　これら結果は主として花弁色について行われたもので

あるが，その他花弁底にあらわれる班紋色，或は花糸・

花柱，菊等にあらわれる色彩型も，花色形質の表現に重

要な役割を示すことを明かにした．（工13）

　以上は花色について色彩学的（心理物理学的，Psych0－

physics）検討を行った場合であるが，この他に化学的

分析による色の検討が考えられる．（未発麦）しかしこの方

面の研究はチューリップにあっては色の表記に関する問

題の解決が先決と考えられる．只，母本選択問題にあた

って，新花色創成の資料提供と云う意味においては，そ

の意義が認められよう．しかしこの際にも分析花色の表

記の問題解決が重要条件となってくる。

　次に花卉作物実生育種において独白の問題として，始

めて開いた花の色が果して完成個体としての花色を示す

ものであるかどうかと云う問題がある．この問題につい

ては一般に最初の花は完成個体と異った花色を呈すると

云われている．しかし筆者の得た例では最初の花色が次

年度以降に於て全く変色すると云うことは無く，その変

色程度は色彩学上の同一色相内の彩度或は明度の僅かの

※：園芸学会（1961）発表予定
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変異にとどまり、育種操作上の選抜に特に影響するもの

とは考えられない．そしてこの問題も近似色表記の問題

解決により取り扱い方針はたてられるものと考えてい
る．

　次に花色を選抜基準の問題から検討した場合に起る問

題として，所謂良花或は美しい花と云われる花の色は何

かと云う問題がある。このような問題は現今では全く

’勘”にたよる以外の評価方法しかない．そこでこの点

について育種操作の見地から色彩学の美度（aesthetic

meaSure）測定法をヂューリップ花弁色に適用してみ

た．（14・16）この美度は二色以上の色の組合調和に関する

ものでチューリップの如き，単色花を主とするものにつ

いては，充分な活用は困難であるが，覆輪色をもった複

色花或は外弁色と内弁色間の組合せ色について美度測定

を行ったところ，所謂市場での1eading▽arietyに美度

係数の高いものが見出された。今後花色と葉色との組合

せについて更にこの検定を検討したならば，一層実用価

値の高いものが出来るものと考えている．

　且且）　その他の形質調査　　園芸作物の栽培には高度の

栽培技術の達成により各種の栽培様式が出来ている．そ

こでこの栽培様式に対する品種適応性検定が問題になっ

てくる．即ちチューリップにあっては，促成用（主とし

て切花）・露地栽培用（普通栽培切花・花壇用）及び鉢檀

用があるがこれら栽培様式に対して当然品種の適応性検

定が必要となってくる。しかしこの問題については殆ど

園芸学に於て論ぜられている結果の利用が可能と思われ

る．只，各種検定方法の充分な調査基準は未だたてられ

ておらず，今後更に育種学的見地からする調査基準の設

定が必要と思われる．（1・19）

　雌）　系統，品種奴立　新しく育成されたものは現行

のチューリップ系統分類からすれば，当然その両親系統

によりTm皿Ph・Mende1・Breeder等の分類体型に

入れられるわけであるが，先項にも述べられた如く高度

の栽培技術体系を作っている園芸作物にあっては，当然

その技術要求に答えられ得る分類があってしかるべきで

あろう．そこでこの要求に応ぜられる系統品種の分類体

型の設立が望まれる．かくして夫々に分類された新品種

は直ちに新しい交配母本として採用するに便利な体勢を

整えたものとなってくる．

　豆V）　新育成個体の増殖　1栄養繁殖作物の実生法育

種にあっては，その育種目標とする育成個体が見出され

るときは，普通一個体（球）の状態である．そこでこれ

を急激に増殖する方法を考えねばならぬ．この問題も殆

ど園芸学の分野に於て解決される問題であるが，果して

現行の栽培繁殖法がそのま㌧育種操作上の球の増殖の問

題を解決してくれるかどうか疑問の点も多いようで今後

の検討の必要があると思われる。

　　　　　　　実生法育種の一般的方法

　　　　　　　　　　概要（試案）

　育種操作方法を段階別に区分すれば，先づ開花可能個

体獲得迄のJuvem1e　phaseにあっては，母本選定・種

子獲得・発芽処理・実生の生育の四段階となる．そして

Ju▽eni1e　phase以後にあっては，形質調査・系統設定

・品種増殖の三段階が区分される．以下各段階について

その操作方法とその一般的注思事項を順を追って説明す

る．

　1－1：母本選定一一育成品種の使用目的によりその

要求形質を調査し，目標品種の創成可能と思われる交配

組合母体を選定する。この際，開花期の極度に異なる母

本間の交配を行う必要のある場合は，花粉の貯蔵を行

う．

　一2　種子獲得　　交配後約一ケ月経つと，結蒲した

かどうかの判定が出来る状態になるので，結蕗したと思

われる個体は，折損・病害等の保護対策につとめる．花

梗が黄褐化し始めたら蒲は裂け目を生じ，種子が外にこ

ぼれ落ちやすくなるので，蒲の収穫期はこの裂け目の生

じ始めた時を標準として行ってもよいが，往々裂け目が

生じないものがあるので注意せねぱならぬ．蒲の収穫は

蒲が未だ緑色をおびているものでも発芽可能の種子を得

ることが出来るので少し早めに収穫するのが，健全な種

子を得やすい．収穫した繭はしばらく室内で乾燥させ，

その後内容種子を取り出す．そして種子の選別を行う。

先づ無胚種子をよりわけ，外部からみて胚が判っきり識

別できて，種皮に光沢のある固い種子を選び出す．この

ような種子はその形が小さくとも，その後の発芽に影響

は殆ど無く，発芽率80％以上を示す．猶，胚の有無は種

子を水につけることにより，鑑別は容易になる．種子が

たとえ大きくとも，種皮に光沢の無い軟質の種子は，殆

ど発芽しないのでその年はそれを発芽処理に移さず，次

年度もう一度交配を繰り返えして完全種子の獲得に努め

たほうがよい．この場合に往々にして完全発芽種子が得

られている．

　一3：発茸処理一　形態分類による完全種子は5．Cの

温度下に置床すれぱ，年間いつでも発芽させることが出

来るが，発芽種子を鉢に移す時期との関係を考えて発芽

処理を行う必要がある．即ち島根県の気侯から云うと／0

月末以降に丁度実生の生育適温（20．Cを越えない気温）

が得られやすくなるので，9月末頃に発芽処理を始めれ

ば丁度／0月末～／1月始めに発芽種子が得られることにな

る．発芽処理にあたっての種子消毒はチューリップの種

子発芽に絶対必要で，その上に／ケ月余の発芽処理期間

申ヵビの発生を防止するために充分の配慮が必要であ

sokyu
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る．（筆者は全てシャレーで発芽処理を行っている）．猶

一般に発芽してくる種子はカビの生えること少く，一方

発芽処理の初期にカビが生えたり種子が水泡状にふくら

んで来るものは殆ど発芽しないので，そのようなものは

早く取り去る必要がある．発芽処理は約／cm芽を出し

たら中止し，そのようなものを順次取り出して鉢に移し

播下する．猶これ以下のものは暫々鉢に移して後腐敗す

る場合がある．

　一4：実生の生育一　外気温の影響を常に念頭に於て

管理を行う必要がある。即ちチューリップは20◎Cを越

すと急激にその生育伸長は低下し，特に根の生育にその

影響が顕著で，遂には生育を停止するに至る。そこで生

育適温を保持する季節を要領よく充分に利用し，それに

より生育期間を出来得る限り延長させる対策を常に忘れ

ないように心掛けるべきである．即ち島根県では／0月末

より4月上旬に至る約6ケ月のヂューリップ実生の生育

好適期間が考えられる．即ち9月末頃の種子発芽処理に

よりこの生育好適期の充分な利用カ河能となる．これに

対して，従来行われている操作では採種年内に播下して

おり，その発芽始めは外気温（／0oC以上）と発芽適温

（5．C）との関係から翌年の2月申旬になり，そのため

生育期間は約2ケ月位が精一杯と云う状態であった．そ

して得られた球は極めて貧弱で，それ以降の育種操作に

当って個体を維持してゆく障害となった．従来実生育成

に当って個体の消耗が非常に激しいと云われているのは

このような点にも原因があったものと考えられる．

　次に第二年目の生育操作であるが，生育の適温につい

ては第一年目と同様の考え方でよく，10月下旬頃，播下

を行えぱよい．猶この際注意すべきことは，根を充分に

伸長させて後に萌芽を開始させるようにすることで，芽

が先に動いた場合には根の伸長はわとり，以後の生育は

悪く従って良い球は得られ難い．球を播下する時期が遅

れると往々このような結果になるから球を檀える時期は

むしろ早めの方が良い結果を得ている．第二年目には普

通一個体から二球得られ，そのうち一球は必ず小球とな

るので，次年度以降の操作に当っては必ずこれら球を夫

々区別して処理することが必要である．

　第三年目以降の管理は第二年目と全く同様の操作を行

えばよい．

　その他，一般栽培管理上注意せねばならぬ操作として，

バイラス病の伝播を防ぐ対策がある．既存の栽培品種は

殆どバイラス潜在のものばかりであろうと云われている

現今にあっては，新育成種をバイラス病から守る対策は

重要課題である．又一般に実生生育には圃場を直接使用

することなく鉢或は箱を用いることが，個体管理維持上

便利である．筆者は箱と菊鉢の両者を土にうめて用いて

いる。箱は60cm位の深さを必要とする。使用土は一般

培養土で充分であるが，球採取上からは砂耕の方がよ

い．この際には砂丘地における栽培基準に従って管理を

行えばよい．

　　　　　　育種年限短縮の処理方法

　　　　　　　　　その観要（試案）

　普通の実生育成方法では開花株を得るまでの長期間に

年々その個体は減少し，又バイラス病の伝播の危険状態

に長期わかれることになる．このためにJu▽eni1e　pha－

Seの短縮を考える必要がある．即ち生育を極度に促進

し，花芽を形成し得る状態を早く作ってやることであ

る．そしてそのために次の二方法を考えている．

　i）　生育好適条件下の経続生育：先づ温度条件とし

て20．Cを越えない／5．C近辺の温度を経続して与え，一

方日長条件として長日条件を与えてやる方法である．未

た実験段階であるが，この方法のみでは，果して花芽形

成が早くなるか疑問の点もあるので，第二法の花芽形成

物質の処理を組合せる必要があるかもしれない．

　並）　花茸形成物質の施用：一般の環境条件下では，

Juven11e　p11aseの短縮の可能性は，鱗片数が3枚形成

される年次以降にありと考えられる．即ち早いものは第

三年目に鱗片を3枚形成するので，この頃より短縮処理

を行えばよいように思われる．施用物質としては，花芽

を既に形成している球の抽出液を考えている．これまで

のところ栽培球の小球についての実験では花芽形成率を

向上させるような結果を得ているので，実生球について

もその可能性はあるものと思っている．その他に既知の

植物ホルモン様物質（ヂベレリン等）の施用実験も行っ

ているが，これらは鱗片形成の促進効果の認められた例

のみで未だ花芽形成には成功していない．しかし球根抽

出物の併用により花芽形成の促進を考えて行きたい．

栄養繁殖園芸作物の実生法育種の特殊性

　栄養繁殖により栽培の行われている作物の育種には，

繁殖植物体を直接処理して突然変異を起させ，それを利

用する場合と実生により新個体を育成してゆく方法が考

えられる．こ㌧ではそのうちの実生法育種について論ず

るわけであるが，同じ栄養繁殖作物でもそれが園芸作物

であるか，普通作物であるかと云うことによりその育種

目標に極度の相違が生じ，その相違により育種操作の途

申段階に於て，普通作物とは異なる育種操作を施さねば

ならない．筆者がこれまでにのべて来た園芸作物の特殊

性と云うのはこのような育種操作の相違の生じて来る原

因となるものに対して用いているものである。以下考察

を二，三の項目別に述べる．
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　】）J鮒e㎜亙e曲鯛eの設定　一般作物では育種材料

としての種子より目的の作物体を得るまでの期間は，極

めて短時間で，その問に作物学上の問題はあっても育種

学上の問題は少い．しかるに果樹の如きにあってはこの

期間は極めて長くそこに問題は多い。近年Phyto寸oron

の設立により果樹育種にあってこの方面の研究がみられ

るようになったが，未た本格的な研究分野となっていな

い．（234）今後一層実生法育種に於けるJu▽en11e　phase

の育種学的検討の必要があると思われる．

　並）　母本の取り扱い：実生により得られた個体が育

種目標にかなったものであった場合，その育成個体は遺

伝的純度を考慮することなく直ちに品種設定の段階に移

すことが出来ると云うことは栄養繁殖作物育種の特徴で

あるがこの遺伝純度が低いと云う特徴は母本の取り扱い

にあたって逆に利用すべきものと考えている．

　即ち母体のヘテロ状態を一層ヘテロ化することで（他

家交配等により）ある．しかして得られた種子は多くの

変異体を分離することが考えられる．そしてこの変異体

を量的に多く獲得するためには，種子を多量に生産せね

ばならないであろう．そこで種子獲得に関する難易検定

を母本取り扱いに当って考慮する必要が生じてくる．こ

のように普通作物育種の場合のごとく遺伝純度の高い母

体を用うべきであると云う一般的な考え方をそのま㌧適

用することに疑問を感ずるものである．

　揃）　育種目標：園芸作物の育種目標設計に当っては

園芸学の充分なる知識が必要で従来の育種学の分野で取

り扱われて来たような概念のみでは処理しがたい点があ

る．園芸作物の育種が園芸学の一分野において行われ来

たのはこのためにあると思われる．しかしその育種目標

をたてるためには園芸学分野内の知識のみでは不充分で

他の学問分野との連繋が必要となってくる。貞口ち境界領

域（Grenz　Gebiet）の問題が生じてくる．そして人文科

学系列（心理学部門）との連繋すら必要になってくる．

これは園芸生産物は，嗜好性により商品価が左右された

り，品質問題が重要課題となるからである．

　豆V）　育成個体の増彊：栄養繁殖作物を実生法によ

り育種した場合目標個体が見出されるのは普通一個体と

してである。これを品種或は系統に体系化するためには

この一個体を急激に増殖することを考えねばならない．

これには普通栽培と異なる育種操作上の特殊な栽培技術

が要請される．しかし普通栽培と異質的なものとは考え

られないのでこれら栽培の移行型と云う点に問題がしぽ

られるように考えられる。
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　　　　　　　　　総　　　　括

　栄養繁殖により栽培されている園芸作物を実生法によ

り育種する場合に生ずる問題を育種学的見地から検討せ

んとしてチューリップを材料にした研究を展開した．

　1　実生法育種に於けるJuven11e　phaseの特殊性と

重要性を育種操作各段階別に論議した．

　2．チューリップの実生法育種の一般体系を試案し，

さらに育種年限の短縮化について考察を行った。

　3．園芸作物育種の特殊性を限界領域の問題から論議

した．
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RるS岨晒る

　In　th1s　stud．y　the　author　has　end．eyored－to　make　up　a　genera1method－of　breed1ng　by　the

seed11ng　method－for　the　reprod．uct1ve，hort1cu1tura1crop　p1ant

　The　pract1cal　exper1ence　of　the　author　as　the　tu11p　breed－er，and．h1s　observat1ons　as　we1l　as

h1s　stud1es　of　operat1ons　on　many　tu11p　breed．1ng　are　ref1ected．m　the　paper

　Spec1ai　effort　has　been　mad．e　to　p1ace　adequate　emphas1s　on　the1mportance　of　the（（Juven11e

Phase’9and．the叩1owermg　Phase”　of　tu11p　seed．11ngs　for　prof1tab1e　operat1on　und，er　breed，mg

COnditiOnS．

　The　v1ews　of　the　sc1ence　of　breed．1ng　d－evote　equa1attent1on　to　the　spec1a11ty　of　hort1cu1tura1

crop　breeding　too．
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（附表）

ヂューリップの実生法育種概要（一般的万法）
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→母体選定∵一…・
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　発芽処理
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　実生生育
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／二ご｛l1烹

開始時期の決定一実生の生育期の温度

1種ト／球形成　／隷搬筒状）

／球一・球形成一／霧三綴：構

　　　　　　　　　／締枚巾を生ずる

　／球一2球形成　　　｛繋三姿譲｝

　　　　　　　　　／鋳箏を増す

　／球一2球形成　　　｛球形成熟球の形を整える

　　　　　　　　　／雛顎全葉となる

／球一2球形成　　｛成熟球の形を呈する

　　　　　　　一一｛鱗片3枚以上，花芽含有
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